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2さむかわ議会だより　207号

〈
議
案
第
19
号
〉子

育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
に
関
す
る

予
算
を
追
加
し
ま
す

Pickup 1

●　
４
月
・
６
月
会
議　
●

寒
川
町
の
こ
ん
な
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た
。

４
月
会
議　
　
　
会
議
期
間  

４
月
27
日

６
月
会
議　
　
　
会
議
期
間  

６
月
１
日
か
ら
６
月
20
日

※
議
案
の
会
議
録
に
つ
い
て
は
、9
月
下
旬
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
し
ま
す
。

４
月
・
６
月
会
議
の
議
案
は

町
長
提
出
議
案
・
・
・
・
22
件

陳
情
・
・
・
・
・
・
・
・
１
件

議
員
提
出
議
案
・
・
・
・
１
件今号では

この中から
７つを

Pick up

Q　
町
単
独
の
給
付
金
に
つ
い
て
、
支
給
の
周
知
方
法
や
支
給
方
法
、
支
給
時
期

は
。

A　
通
知
文
と
申
請
書
を
、
対
象
者
へ
個
別
に
郵
送
し
ま
す
。
併
せ
て
町
広
報
誌

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り
、
申
請
漏
れ
が
な
い
よ
う
周
知
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

支
給
は
原
則
と
し
て
申
請
者
が
指
定
し
た
口
座
へ
の
振
り
込
み
に
よ
り
行
い
、
国

の
支
給
事
務
の
執
行
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
順
次
実
施
し
ま
す
。

　
国
の
閣
議
決
定
に
基
づ
き
、
食
費
等
の
物
価
高
騰
に
直
面
し
、
影
響

を
特
に
受
け
る
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
す
る
給
付
金
の
支
給
と
、

国
の
給
付
金
の
対
象
と
な
ら
な
い
児
童
を
養
育
す
る
世
帯
に
対
し
、
町

単
独
の
給
付
金
の
支
給
を
行
う
た
め
の
予
算
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

こ
ん
な
質
問
が
あ
り
ま
し
た
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消
防
団
の
力
向
上
モ
デ
ル
事
業
委
託
に
関
す
る

予
算
を
追
加
し
ま
す

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
費
助
成
金
に

関
す
る
予
算
を
追
加
し
ま
す

　
改
正
道
路
交
通
法
の
施
行
に
よ
り
、
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
自
転

車
利
用
者
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が
努
力
義
務
化
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

町
民
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
交
通
安
全
意
識
の

高
揚
と
交
通
事
故
等
に
よ
る
被
害
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
助
成
金
支
給

に
関
す
る
予
算
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

　
消
防
庁
の
令
和
５
年
度
委
託
事
業
と
し
て
、
町
の
消
防
団
の
力
向
上

モ
デ
ル
事
業
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
消
防
団
事
務
の
デ
ジ
タ
ル
化

の
推
進
、
高
齢
化
の
進
行
を
踏
ま
え
た
実
践
的
な
消
防
訓
練
の
実
施
、

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
参
加
す
る
防
火
教
育
型
競
技
の
実
施
の

た
め
、
予
算
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

Pickup 3

Q　
助
成
額
や
助
成
対
象
、
申
請
方
法
は
。

A　
１
人
１
回
を
限
度
に
千
円
を
上
限
と
し
て
、

令
和
５
年
４
月
１
日
以
降
に
安
全
基
準
を
満
た
し

た
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
購
入
し
た
人
を
対
象
と
し
ま

す
。
申
請
は
、
本
人
確
認
書
類
や
領
収
書
等
を

も
っ
て
窓
口
に
て
受
け
付
け
ま
す
。

Q　
町
は
自
転
車
交
通
事
故
多
発
地
域
に
指
定
さ

れ
て
い
る
。
自
転
車
交
通
安
全
の
強
化
・
啓
発
の

手
段
と
し
て
、
助
成
額
を
上
げ
る
考
え
は
。

A　
公
平
・
平
等
の
観
点
や
他
自
治
体
の
状
況
、

事
業
の
継
続
性
を
考
慮
し
て
千
円
と
し
ま
し
た
。

関
係
機
関
と
協
力
し
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
に
よ
り
町
民
の
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図

り
ま
す
。

こ
ん
な
質
問
が
あ
り
ま
し
た

Pickup 2
〈
議
案
第
20
号
〉

〈
議
案
第
20
号
〉

Q　
ど
の
よ
う
な
事
業
内
容
に
よ
り
消
防
団
の
力
を
構
築
す
る
と
想
定
し
て
い
る

の
か
。
ま
た
消
防
団
の
高
齢
化
や
な
り
手
不
足
な
ど
を
踏
ま
え
、
特
に
中
学
生
や

高
校
生
を
含
め
た
地
域
の
子
ど
も
を
対
象
と
す
る
活
動
が
、
消
防
力
・
防
災
力
の

向
上
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、
町
の
見
解
は
。

A　

消
防
団
専
用
ア
プ
リ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導

入
、
軽
量
で
扱
い
や
す
い
資
機
材
の
導
入
や
高

齢
者
体
験
キ
ッ
ト
を
活
用
し
た
訓
練
の
実
施
、

防
火
教
育
型
競
技
の
実
施
、
次
世
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
が
消
防
団
に
興
味
を
持
て
る
よ
う
な

活
動
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
す
る
こ
と

で
、
よ
り
成
人
に
近
い
方
た
ち
に
も
消
防
団
活

動
を
見
て
も
ら
い
、
消
防
団
に
興
味
を
持
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
周
知
啓
発
に
努
め
ま
す
。

こ
ん
な
質
問
が
あ
り
ま
し
た

寒川町消防団 広報部長 消防 ダン十郎

４月・６月会議　議案審査
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Pickup 5
小
児
の
医
療
費
の
助
成
対
象
を

高
校
３
年
生
相
当
ま
で
引
き
上
げ
ま
す

　
農
業
委
員
会
委
員
、
人
権
擁
護
委
員
、
監
査
委
員
の
任
期
満
了
等

に
よ
り
、
次
の
委
員
に
つ
い
て
同
意
・
適
任
と
し
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
委
員
等
が
決
ま
り
ま
し
た

Pickup 4
〈
議
案
第
22
～
29
号
〉・〈
議
案
第
30
・
31
号
〉・〈
議
案
第
37
号
〉

〈
議
案
第
35
号
〉

　
令
和
5
年
10
月
診
療
分
よ
り
、
助
成
の
対
象
を
高
校
３
年
生
相
当

（
18
歳
に
達
し
た
日
以
後
の
最
初
の
3
月
末
日
ま
で
に
あ
る
者
）
ま
で

引
き
上
げ
、
制
度
の
拡
充
を
図
る
も
の
で
す
。

●　
農
業
委
員
会
委
員
（
任
期　
令
和
５
年
７
月
20
日
か
ら
令
和
８
年
７
月
19
日
ま
で
）

　
　

相あ
い　

田た　
　
　
孝た

か
し　

氏　
　
　

市い
ち　

川か
わ　

幹み
き　

雄お　
氏

　
　

大お
お

久く

保ぼ　
泰や

す　
明あ

き　
氏　
　
　

金か
ね　

子こ　
イい

ツつ

子こ　
氏

　
　

五ご　
島と

う　
修し

ゅ
う　

一い
ち　

氏　
　
　

中な
か　

村む
ら　

基も
と　

寬ひ
ろ　

氏

　
　

福ふ
く　

岡お
か　

喜よ
し　

輝て
る　

氏　
　
　

三み　
澤さ

わ　
伸の

ぶ　
喜よ

し　
氏

●　
人
権
擁
護
委
員
（
任
期　
令
和
５
年
10
月
１
日
か
ら
令
和
８
年
９
月
30
日
ま
で
）

　
　

徳と
く　

澤ざ
わ　

順じ
ゅ
ん　

子こ　
氏　
　
　

中な
か　

澤ざ
わ　

博ひ
ろ　

美み　
氏

●　
監 

査 

委 

員
（
任
期　
令
和
５
年
７
月
１
日
か
ら
令
和
９
年
６
月
30
日
ま
で
）

　
　

後ご　
藤と

う　
雅ま

さ　
弘ひ

ろ　
氏

委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

Q　
対
象
児
童
数
と
影
響
額
の
見
込
み
は
。

A　
対
象
児
童
数
は
新
た
に
１
２
５
０
人
、

影
響
額
は
６
６
２
万
５
千
円
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。

Q　
収
入
の
あ
る
児
童
は
対
象
と
な
る
か
。

A　
本
事
業
は
、
児
童
を
養
育
す
る
保
護
者

の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
目
的
と
し
た
も
の

で
あ
り
、
収
入
が
あ
る
こ
と
で
扶
養
か
ら
外

れ
た
児
童
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

こ
ん
な
質
問
が
あ
り
ま
し
た
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寒川学校給食センター（給食棟）

電
気
・
ガ
ス
価
格
激
変
緩
和
対
策
事
業
の

継
続
に
関
す
る
意
見
書
を
国
に
提
出
し
ま
し
た

寒
川
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
条
例
を
制
定
し
、

財
産
を
取
得
し
ま
す
。

　
令
和
５
年
９
月
か
ら
の
町
立
小
中
学
校
完
全
給
食
開
始
に
伴
い
、
寒

川
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
を
制
定
し
、
関
連
す

る
財
産
（
給
食
棟
・
設
備
棟
・
駐
輪
場
等
）
を
県
企
業
庁
か
ら
取
得
し

ま
す
。

　

町
議
会
で
は
、
世
界
規
模
で
の
経
済
不
安
の
高
ま
り
や
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
問
題
、
円
安
の
進
行
に
よ
る
物
価
上
昇
に
加
え
、
各
電
力

会
社
の
規
制
料
金
の
値
上
げ
が
家
計
に
与
え
る
ダ
メ
ー
ジ
を
考
慮
し
、

国
民
生
活
の
安
定
の
た
め
、
国
に
対
し
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

Pickup 7

Pickup 6
〈
議
案
第
36
・
40
号
〉

〈
意
見
書
案
第
１
号
〉

　

令
和
５
年
９
月
に
終
了
を
予
定
し
て
い
る
電
気
・
ガ
ス
価
格
激
変
緩
和
対
策
事

業
を
、
10
月
以
降
も
継
続
す
る
こ
と
。

要　

望　

内　

容

４月・６月会議　議案審査
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本会議・委員会の記録

令和5年第1回定例会　４月会議・６月会議　審議結果

議案
番号 議　　案

会派名 さむかわ自民党 大志会 フォーラム
寒川

日本
共産党 公明党

議
決
結
果

横
手  

旭

杉
﨑 

隆
之

岸
本  

優

吉
田 

悟
朗

天
利
　
薫

山
上
　
秀
樹

佐
藤 

一
夫

茂
内
　
久
代

栁
田  

遊

柳
下 

雅
子

青
木  

博

山
田 
政
博

太
田
真
奈
美

黒
沢 

善
行

関
口 

光
男

小
泉 

秀
輔

橋
本 

修
一

4月 19 令和５年度寒川町一般会計補正予算
（第1号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

６月

20 令和５年度寒川町一般会計補正予算
（第2号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

21 令和５年度寒川町下水道事業特別
会計補正予算（第１号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

22 農業委員会委員の任命 同意 ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

23 農業委員会委員の任命 同意 ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

24 農業委員会委員の任命 同意 ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

25 農業委員会委員の任命 同意 ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

26 農業委員会委員の任命 同意 ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

27 農業委員会委員の任命 同意 ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

28 農業委員会委員の任命 同意 ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

29 農業委員会委員の任命 同意 ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

30 人権擁護委員候補者の推薦につき意
見を求めること 適任 ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

31 人権擁護委員候補者の推薦につき意
見を求めること 適任 ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

32 寒川町町税条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

33
寒川町特定教育・保育施設及び特定地
域型保育事業の運営に関する基準を
定める条例の一部改正

原案可決 ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

34
寒川町家庭的保育事業等の設備及び
運営に関する基準を定める条例の一
部改正

原案可決 ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

35 寒川町小児の医療費の助成に関する
条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

36 寒川学校給食センター条例の制定 原案可決 ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○

37 監査委員の選任 同意 賛成:16票　反対:0票

38 武道場及びサブアリーナ空調機設置
工事（電気設備工事）請負契約の締結 原案可決 ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

39 武道場及びサブアリーナ空調機設置
工事（機械設備工事）請負契約の締結 原案可決 ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

40 財産の取得 原案可決 ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○

陳　情 
第６号 資源物回収に関する陳情 不採択 ● ● ● ● - ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

意見書案
第１号

電気・ガス価格激変緩和対策事業の継
続に関する意見書 原案可決 ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○：賛成　●：反対 　　　　　　　　　　　　　　（天利議長は、表決に加わりません。小泉議員、橋本議員は会派に属さない議員です。）

本会議・委員会の記録を次の二次元コードからご覧いただけます。

本会議
の記録

各委員会
の記録

議案・陳
情等の資
料

可決された
意見書・決議

４月・６月会議　議案審査
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一
般
質
問
と
は
？

皆
さ
ん
の
生
活
に
関
わ
る

大
切
な
内
容
に
つ
い
て
、

町
議
会
議
員
が
町
に
対
し
て

質
問
を
行
い
ま
す
。

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
ご
視
聴
く
だ
さ
い
。

７
人
の
議
員
が

一　

般　

質　

問

一般質問 議員 ７人が町政を問う

栁田　遊 議員

町
の
東
海
道
新
幹
線
新
駅
設
置
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

め
て
小
さ
な
財
政
規
模
で
あ
り
、
今
後
期

成
同
盟
会
で
負
担
の
議
論
に
入
っ
て
い
く

こ
と
に
よ
り
、
新
駅
設
置
に
か
か
る
町
の

負
担
も
決
ま
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
経
済
効
果
に
つ
い
て
は
、
県

央
・
湘
南
都
市
圏
の
南
の
ゲ
ー
ト
を
県
と

と
も
に
取
り
組
み
を
進
め
、
ま
ち
づ
く
り

の
事
業
費
や
駅
設
置
お
よ
び
駅
関
連
施
設

の
費
用
な
ど
不
確
定
な
部
分
が
確
定
し
た

段
階
で
、
改
め
て
県
に
対
し
て
再
検
証
の

お
願
い
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

高
度
地
区
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
商

業
や
業
務
機
能
を
備
え
た
ま
ち
の
実
現
に

当
た
り
重
要
と
認
識
し
て
い
ま
す
が
、
ま

ず
は
地
元
の
皆
さ
ま
と
意
見
交
換
、
合
意

形
成
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
倉
見
地
区
は
、
町
総
合

計
画
に
お
け
る
都
市
未
来
拠
点
に
も
位
置

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
新
駅
お
よ
び
都
市

未
来
拠
点
の
実
現
は
、
町
全
体
の
活
力
創

出
お
よ
び
持
続
的
発
展
に
資
す
る
不
可
欠

な
事
業
で
あ
る
た
め
着
実
に
取
り
組
み
を

進
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

Q　
東
京
～
大
阪
間
の
東
海
道
新
幹
線
開

通
後
、
沿
線
開
発
に
よ
り
、
新
横
浜
〜
小

田
原
間
で
新
駅
設
置
が
考
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
平
成
９
年
に
寒
川
町
倉
見
地
区

を
新
駅
誘
致
地
区
と
し
て
決
定
す
る
に

至
っ
た
。

　
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
構
想
や
相
模
線
複
線
化
、

相
鉄
い
ず
み
野
線
延
伸
、
リ
ニ
ア
中
央
新

幹
線
開
通
な
ど
、
新
駅
設
置
に
関
す
る
事

業
が
そ
れ
ぞ
れ
進
み
、
新
駅
設
置
に
大
き

く
影
響
す
る
中
で
、
町
は
財
源
根
拠
や
経

済
効
果
、
高
度
地
区
を
ど
の
よ
う
に
捉
え

新
駅
設
置
を
進
め
て
い
く
の
か
。

A　
町
は
期
成
同
盟
会
会
員
の
中
で
も
極
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る
事
業
の
た
め
断
熱
化
に
特
化
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
引
き
続
き
広
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
し
て
い
き
ま
す
。

Q　
町
役
場
に
お
け
る
外
国
語
対
応
は
。

A　
外
国
籍
の
方
だ
け
で
来
庁
さ
れ
る
場

合
、
ご
自
分
の
自
動
翻
訳
ア
プ
リ
の
入
っ

た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
す
る
こ
と
で

窓
口
職
員
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
年
度
も
出
入
国

在
留
管
理
庁
試
行
事
業
の
17
言
語
対
応
電

話
通
訳
サ
ー
ビ
ス
に
登
録
し
ま
す
。

Q　
各
種
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
多
言
語
対
応

や
、
や
さ
し
い
日
本
語
へ
の
対
応
は
。

A　

Ａ
Ｉ
に
よ
る
通
訳
等
は
、
そ
の
利
便

性
に
つ
い
て
町
と
し
て
も
期
待
し
て
お

り
、
多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
研

究
を
し
て
い
き
ま
す
。
外
国
籍
住
民
に
対

し
、
や
さ
し
い
日
本
語
を
使
用
す
る
こ
と

で
町
か
ら
の
情
報
を
理
解
し
や
す
く
な
る

と
い
う
利
点
が
あ
る
た
め
、
有
効
な
情
報

伝
達
手
段
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

多
言
語
対
応
とＡ

Ｉ
の
活
用
に
つ
い
て

橋本 修一 議員

小泉 秀輔 議員

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
考
え
方
、

課
題
、
取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う

住
宅
の
温
度
と
健
康
に
つ
い
て

広
く
周
知
啓
発
す
べ
き
で
は

Q　
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
の

取
り
組
み
や
課
題
・
対
策
に
つ
い
て
の
考

え
は
。

A　
ふ
れ
あ
い
教
育
支
援
員
を
は
じ
め
と

し
た
さ
ま
ざ
ま
な
人
員
の
配
置
に
よ
り
対

応
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
多
様
化
・
複
雑

化
す
る
子
ど
も
の
特
性
に
合
わ
せ
た
支
援

を
行
う
に
は
現
在
の
教
職
員
の
定
数
で
は

難
し
い
た
め
、
国
・
県
へ
の
要
望
活
動
を

通
じ
、
人
員
拡
充
に
取
り
組
み
ま
す
。

Q　
障
が
い
の
あ
る
児
童
・
生
徒
に
応
じ

た
学
習
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
取
り
組
み
は
。

A　
生
活
面
と
学
習
面
の
両
面
で
個
別
支

援
計
画
を
立
て
、
集
団
学
習
や
個
別
学

習
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
に
よ
り
、
目
標

達
成
に
向
け
た
指
導
・
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

Q　
近
隣
市
町
で
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本

構
想
が
策
定
さ
れ
て
い
る
が
、
取
り
組
み

の
考
え
は
。

A　
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
地

域
の
中
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
目

指
し
て
、
基
本
構
想
の
策
定
に
取
り
組
み

ま
す
。

Q　
歩
道
の
段
差
解
消
等
、
安
全
・
快
適

に
移
動
可
能
な
歩
行
空
間
の
確
保
の
取
り

組
み
は
。

A　
道
路
の
移
動
等
円
滑
化
整
備
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
基
づ
く
道
路
整
備
、
点
字
ブ

ロ
ッ
ク
の
設
置
な
ど
、
子
ど
も
や
高
齢

者
、
障
が
い
の
あ
る
方
の
通
行
に
配
慮
し

た
歩
行
空
間
の
確
保
を
進
め
て
い
ま
す
。

Q　
役
場
窓
口
で
障
が
い
の
あ
る
方
が
情

報
を
平
等
に
得
ら
れ
る
取
り
組
み
は
。

A　
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
の
耳
マ
ー
ク
掲
示
、

話
す
ス
ピ
ー
ド
や
声
の
大
き
さ
へ
の
配

慮
、
代
筆
対
応
、
手
話
通
訳
士
１
名
の
設

置
な
ど
、
障
が
い
の
あ
る
方
で
も
必
要
な

情
報
が
平
等
に
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い

ま
す
。

Q　
部
屋
の
温
度
と
健
康
に
つ
い
て
、
町

は
広
報
を
行
う
べ
き
で
は
。

A　
「
広
報
さ
む
か
わ
」
の
コ
ー
ナ
ー
記

事
「
健
康
へ
の
第
一
歩
」
で
、
夏
は
熱
中

症
に
つ
い
て
、
冬
は
部
屋
の
温
度
と
健
康

に
つ
い
て
周
知
し
、
健
康
づ
く
り
体
操
の

日
や
高
血
圧
重
症
化
予
防
教
室
で
も
注
意

喚
起
を
し
て
い
き
ま
す
。

Q　
家
屋
の
断
熱
化
を
進
め
る
た
め
、
リ

フ
ォ
ー
ム
の
助
成
制
度
の
周
知
は
。

A　
町
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
等
建
設
工
事
推

進
助
成
事
業
や
町
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
対

策
設
備
等
導
入
補
助
金
は
、
商
業
振
興
、

地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
二
酸
化
炭
素

排
出
量
の
削
減
の
観
点
か
ら
実
施
し
て
い
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一般質問 議員 7人が町政を問う

山田 政博 議員

青木　博 議員

避
難
者
の
立
場
に
寄
り
添
っ
た

避
難
所
運
営
を
せ
よ

教
員
の
多
忙
化
の
現
状
と

対
策
に
つ
い
て
考
え
を
問
う

Q　
災
害
時
の
子
ど
も
の
遊
び
場
な
ど
居

場
所
づ
く
り
や
心
の
ケ
ア
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

A　
居
場
所
づ
く
り
な
ど
、
避
難
所
生
活

が
長
期
に
わ
た
る
こ
と
で
挙
げ
ら
れ
る
さ

ま
ざ
ま
な
要
望
に
つ
い
て
は
、
避
難
所
運

営
委
員
会
で
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
心
の
ケ
ア
に
つ
い
て
は
専

門
機
関
や
医
療
関
係
者
な
ど
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
時
期
や
状
況
に
応
じ
て
必
要
な

措
置
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

Q　
避
難
所
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
確
保
す

る
た
め
に
、
段
ボ
ー
ル
で
仕
切
り
を
設
置

す
る
こ
と
や
、
段
ボ
ー
ル
箱
を
並
べ
て

ベ
ッ
ド
に
す
る
事
に
つ
い
て
、
町
で
の
対

応
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

A　
町
に
段
ボ
ー
ル
の
仕
切
り
や
段
ボ
ー

ル
ベ
ッ
ド
の
備
蓄
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
事

業
所
と
の
協
定
に
よ
り
要
請
が
可
能
と

な
っ
て
い
ま
す
。
間
仕
切
り
さ
れ
た
空
間

は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
活
用
で
き

る
も
の
と
考
え
て
い
る
た
め
、
必
要
に
応

じ
て
要
請
し
、
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

務
の
増
加
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
中
学
校
で
は
部
活
動
の
指
導
、

進
学
に
向
け
た
進
路
指
導
に
か
か
る
時
間

も
、
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
も
の
と
捉
え

て
い
ま
す
。

Q　
教
員
の
時
間
外
勤
務
の
現
状
は
。

A　

令
和
４
年
度
の
時
間
外
在
校
時
間

は
、
月
平
均
で
、
小
学
校
は
33
時
間
、
中

学
校
は
55
時
間
56
分
で
す
。

Q　
中
学
校
の
教
員
の
約
４
人
に
１
人
が

過
労
死
ラ
イ
ン
に
達
す
る
働
き
方
を
し
て

い
る
。
そ
の
要
因
に
つ
い
て
問
う
。

A　
社
会
環
境
の
変
化
に
伴
い
、
学
校
を

取
り
巻
く
環
境
や
教
育
課
程
が
複
雑
化
、

多
様
化
し
て
お
り
、
学
校
に
求
め
ら
れ
る

役
割
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
が
背
景
に
あ

る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

Q　
今
後
の
業
務
削
減
に
よ
る
多
忙
化
解

消
に
つ
い
て
、
町
独
自
の
取
り
組
み
は
。

A　
手
作
業
が
非
常
に
多
い
教
員
の
業
務

の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
令
和
４
年
度
か

ら
統
合
型
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
シ
ス
テ

ム
構
築
を
進
め
、
令
和
５
年
度
か
ら
運
用

を
開
始
し
ま
し
た
。

Q　
災
害
が
発
生
し
た
場
合
の
避
難
所
運

営
は
、
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

A　
避
難
所
の
運
営
は
、
避
難
者
に
よ
る

自
主
運
営
を
中
心
に
生
活
の
自
立
を
原
則

と
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
開
設
当
初
は
、

町
職
員
で
も
あ
る
避
難
所
従
事
職
員
お
よ

び
施
設
管
理
者
が
自
主
防
災
組
織
と
協
力

し
て
応
急
的
に
運
営
を
行
い
ま
す
。

Q　
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
い

た
訓
練
を
実
施
し
た
結
果
か
ら
得
ら
れ
た

課
題
は
。

A　
避
難
所
へ
の
受
け
入
れ
の
際
の
受
付

場
所
や
ペ
ッ
ト
の
受
入
場
所
、
駐
車
場
の

対
応
な
ど
に
課
題
が
あ
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

Q　

６
年
ぶ
り
に
実
施
さ
れ
た
教
員
勤
務

実
態
調
査
（
速
報
値
）
。
６
年
前
に
比
べ

20
分
程
労
働
時
間
が
短
縮
さ
れ
た
が
、
身

体
・
精
神
的
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
労
働
時

間
は
変
わ
ら
な
い
。
こ
の
結
果
に
つ
い
て

ど
う
受
け
止
め
た
の
か
。

A　
全
職
種
に
お
い
て
前
回
調
査
か
ら
在

校
時
間
の
減
少
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
依

然
と
し
て
長
時
間
勤
務
が
常
態
化
し
て
い

る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
全
国

的
に
深
刻
な
問
題
で
あ
り
、
本
町
に
お
い

て
も
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
受
け
止
め
ま

す
。
多
忙
な
現
状
を
も
た
ら
す
要
因
と
し

て
、
新
学
習
指
導
要
領
実
施
に
伴
う
授
業

時
間
数
の
増
加
と
教
材
研
究
等
に
費
や
す

時
間
の
増
加
、
社
会
変
化
に
伴
う
学
校
業
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ま
え
、
学
校
の
学
習
以
外
の
活
用
に
つ
い

て
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
研
究
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Q　
自
殺
対
策
に
お
け
る
現
状
の
課
題
は
。

A　
コ
ロ
ナ
禍
で
全
国
的
に
自
殺
者
が
増

え
、
特
に
悩
み
を
抱
え
て
い
る
若
年
層
や

女
性
に
対
し
て
の
効
果
的
な
支
援
に
つ
い

て
、
関
係
部
署
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
課
題
で
す
。

Q　
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座
を
一
般

町
民
の
方
に
も
拡
大
す
る
考
え
は
。

A　
講
師
料
な
ど
経
費
等
を
含
め
、
他
自

治
体
を
参
考
に
調
査
研
究
し
て
い
き
ま

す
。

Q　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
に
お
け
る
タ
ブ

レ
ッ
ト
活
用
の
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た

教
職
員
や
各
学
校
で
の
活
用
の
違
い
、
家

庭
へ
の
持
ち
帰
り
で
の
活
用
、
端
末
更
新

の
財
源
確
保
に
つ
い
て
、
町
の
対
応
は
。

A　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
が
個
別
に
操
作
方
法

や
授
業
づ
く
り
等
の
支
援
を
す
る
他
、
実

態
に
応
じ
た
研
修
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

各
校
の
状
況
に
つ
い
て
情
報
交
換
の
場
を

設
定
し
、
取
り
組
み
に
つ
い
て
共
有
し
各

校
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
常
時
の
端
末
の
持
ち
帰
り
を
実

現
す
る
に
は
、
端
末
使
用
に
お
け
る
ル
ー

ル
を
遵
守
す
る
よ
う
情
報
モ
ラ
ル
教
育
を

推
進
し
て
い
く
こ
と
が
非
常
に
大
事
で
あ

り
、
学
校
だ
け
で
は
な
く
家
庭
で
の
協
力

体
制
が
不
可
欠
で
す
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

更
新
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
は
、
国
や
県
、

町
村
会
等
へ
さ
ま
ざ
ま
な
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

通
じ
て
要
望
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

Q　
今
後
、
更
な
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用

機
会
の
拡
大
に
つ
い
て
、
町
の
見
解
は
。

A　
国
の
動
向
や
近
隣
市
町
の
動
き
も
踏

講座受講後に配布される
ゲートキーパー手帳とバッジ

一般質問 議員 7人が町政を問う

杉﨑 隆之 議員

黒沢 善行 議員

町
政
運
営
の
方
向
性
を
改
め
て
問
う

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用
状
況
と

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
問
う

を
図
る
こ
と
や
、
町
民
の
安
心
・
安
全
、

暮
ら
し
に
直
結
す
る
課
題
を
優
先
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

Q　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
経

て
町
民
ニ
ー
ズ
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
、

町
民
に
と
っ
て
真
に
重
要
な
施
策
・
事
業

の
方
向
性
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

A　
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
国
や
県
が
示
す

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
着

実
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
社
会
経
済
環

境
の
動
向
や
町
民
ニ
ー
ズ
等
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
国
や
県
の
対
策
が
届
か
な
い
方
々

に
対
し
て
も
、
等
し
く
光
を
当
て
る
べ
く

町
独
自
の
対
策
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
町
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉

え
、
引
き
続
き
生
活
困
窮
世
帯
や
子
育
て

家
庭
を
は
じ
め
と
す
る
町
民
の
生
活
を
支

え
る
施
策
・
事
業
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
町
総

合
計
画
２
０
４
０
の
将
来
都
市
構
想
に
位

置
付
け
た
未
来
へ
の
投
資
の
他
、
各
種
計

画
に
沿
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

Q　
こ
れ
ま
で
一
般
質
問
等
で
検
討
す
る

と
回
答
が
あ
っ
た
案
件
に
つ
い
て
、
行
政

組
織
と
し
て
ど
の
よ
う
に
把
握
し
、
ど
の

よ
う
に
進
捗
管
理
を
し
て
い
る
の
か
。    

A　
各
議
員
か
ら
の
一
般
質
問
に
対
し
て

は
、
全
庁
的
な
把
握
と
情
報
共
有
を
図
る

た
め
、
検
討
事
項
一
覧
表
を
作
成
し
、
庁

議
の
中
で
共
有
す
る
と
と
も
に
、
進
捗
管

理
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
施
策
・
事
業
の
検
討
に
当
た
っ

て
は
、
町
総
合
計
画
２
０
４
０
第
１
次
実

施
計
画
に
お
い
て
、
事
業
の
優
先
度
を
踏

ま
え
つ
つ
、
国
や
県
の
補
助
金
な
ど
特
定

財
源
の
確
保
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
財

政
計
画
に
基
づ
く
一
般
財
源
配
分
の
調
整

自
殺
対
策
の
現
状
と

強
化
に
向
け
て
の
考
え
は
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　建設経済常任委員会では５月10日（水）、相模川流域下水道の下水処理を行う柳島水
再生センターを現地踏査し、センター職員から説明を受けた後、各施設を見学しました。

　政務活動費は、地方自治法第100条第14項から第16項および寒川
町議会政務活動費の交付に関する条例に基づき寒川町議会議員の町
政に関する調査研究に資するため、必要な経費の一部として議会の
会派または議員に対し一人当たり年額24万円を交付しています。
　町議会ホームページでは、報告書および政務活動記録簿を公開し
ています。また、提出された収支報告書や領収書等は、議会事務局
で閲覧できます。

柳島水再生センターを視察しました

令和４年度政務活動費収支報告

会　派　名 人数 交付額 引継額
科　　　　　　　　　　目 返 還 額

（交付額−支出済計）
備　考

研究研修費 調 査 費 資料作成費 資料購入費 事　務　費 その他の経費 合　計

さむかわ自民党 5 1,200,000 - 10,000 555,020 1,595 111,312 315,789 0 993,716 206,284 

大志会 3 720,000 - 77,300 70,869 485 6,600 64,014 400 219,668 
166,777 佐藤正憲議員辞職によ

る返還

333,555 大志会（２）へ引き継
ぎ

大志会（２） 3 - 440,530 0 0 180 0 0 0 180 440,350 

日本共産党 2 480,000 - 107,400 0 6,510 75,610 156,560 1,370 347,450 132,550 

公明党 3 720,000 - 60,000 0 4,160 73,619 266,248 2,740 406,767 313,233 

立憲さむかわ 2 480,000 - 151,250 70,869 760 0 41,600 1,570 266,049 
106,976 会派解散に伴い小泉議

員へ引き継ぎ

106,975 会派解散に伴い大志会
（２）へ引き継ぎ

小泉秀輔 1 - 106,976 0 0 0 0 0 0 0 106,976 

橋本修一 1 240,000 - 25,000 0 1,105 58,358 33,132 0 117,595 122,405 

柳下雅子 1 240,000 - 28,740 0 3,250 208,010 20,400 0 260,400 0 会派結成に伴いフォー
ラム寒川へ引き継ぎ

栁田　遊 1 240,000 - 60,000 0 0 49,280 20,400 0 129,680 110,320 会派結成に伴いフォー
ラム寒川へ引き継ぎ

フォーラム寒川 2 - 110,320 0 0 95 8,189 0 0 8,284 102,036 

合　　計 - 4,320,000 - 519,690 696,758 18,140 590,978 918,143 6,080 2,749,789 1,590,611

政務活動費
公開HP

※朱書きは引き継ぎ額のため、合計には含まれません。

（単位：円）

議会 TOPICS
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№
207 議会を傍聴しませんか

　傍聴は、当日受付していただければどなたで
もできます。
　寒川町議会のホームページでも、会議の日程
や議会の傍聴案内、請願や陳情の手続き、議員
名簿等が閲覧できます。
　ご不明な点については、議会事務局へお問い
合わせください。
●議会事務局 総務担当　TEL 0467-74-1111

　  （内）341・342 

日 月 火 水 木 金 土
9/24 25 26 27 28 29 30

10/1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

本会議
（議案質疑等）

本会議
（議案上程等）

総務常任
委員会

文教福祉
常任委員会

  本会議 （一般質問）

  決算特別委員会

東海道新幹線新駅
対策特別委員会

寒川北
インターチェンジ

周辺対策特別委員会

本会議
（委員長報告等）

決算特別
委員会

建設経済
常任委員会

9月会議日程

午前9時開会（会議の日程等は変更になる場合があります）
※10月6日（金）寒川北インターチェンジ周辺対策特別委
　員会は午後1時15分開会
※10月26日（木）本会議は午前10時開会

インターネット
中継はこちらから

議会だよりに広告を載せませんか インターネットラジオ やってます

　さむかわ議会だよりでは有料広告を掲載して
います。寒川町議会定例会における議会活動の
内容等を掲載している公的な情報誌です。年
4回（2月、5月、8月、11月）発行しており、
各号、町内全ての世帯に配布しています。

　寒川町議会では、町民の皆さまに議会をもっ
と身近に感じていただけるように、「Radio 
Sam Sweet（NPO法人湘南さむかわラジ
オ）」で「議会通信～さむかわの未来～」を配
信しています。二次元コードからアクセスでき
ます。ぜひお聞きください。

●日　時	 毎月第４日曜日
		  午前１１時３０分～正午

●ＵＲＬ	 http://sam-sweet.com

▲Radio Sam Sweet　ホームページ

広告募集の概要

掲 載 場 所 裏表紙

広告の規格 縦115mm×横85mm

掲 載 料

1号あたりの掲載料　40,000円

年間（4号）一括申込による掲載料
144,000円

（1号あたり36,000円）

申 込 期 間
掲載を希望する号が発行される月の
3カ月前の1日~3カ月前の20日まで

※広告の原稿は、広告主の負担で作成してください。
※広告の内容に関する責任は、広告主になります。


